
「建築設備耐震設計・施工指針2014年版」の規定に準じております。
指針の範囲内でご使用下さい。（一部、ワイヤ工法施工上の条件は有り）

＜施工上の条件＞

① 吊り長さは2,000㎜以内でご使用ください。
② 横架材の幅は2,000㎜以内でご使用ください。
③ ワイヤの角度は30°～60°の範囲で取り付けてください。
④ ワイヤは指定の許容荷重内でご使用下さい。

上記の施工条件は、 日本建築センターの一般評定を弊社が取得した際の設定条件に基
づいています。
上記の条件に適合しない場合は、現場条件に合わせて弊社が検討を行い、適切な施工
方法と製品をご提案いたします。

適応範囲

下記の黒枠部分はすべてB種振れ止めの対象

B種振れ止めの適応範囲：指針に示している範囲に変更なし

出展元：日本建築センター：建築設備耐震設計・施工指針2014年版より抜粋



吊り材と「同等」と言えるロジック：より安全に！

＜性能評価＞
① 負担荷重に耐えうる十分な耐力を有する事
② 最悪の状態（吊り材座屈）でも耐えうる強度

＜評定範囲＞

評定範囲：B種耐震振れ止め（施工条件有り）

出展元：BCJ評定-SS042-01「グリップルワイヤシステム・耐震振れ止め工法」より抜粋



＜性能評価：各部材の強度確認と安全率＞

①

②

出展元：BCJ評定-SS042-01「グリップルワイヤシステム・耐震振れ止め工法」より抜粋
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